
● 平成２０年度第６回 下 山 地 域 会 議 会 議 録 ● 
 
【日 時】平成２０年９月３０日（火） １９：００～２１：１０ 
【場 所】下山交流館第１１会議室 
【出席者】委員 １４名出席 
        事務局 加藤支所長 原田 西山 川合 加藤 
【次 第】１ あいさつ 
     ２ 会議録署名委員指名 
     ３ 前回会議録の承認 
     ４ 報告事項 

地域自治システムについて 
５ 協議事項 
都市内分権の見える化について 

６ 今後の予定 
 
 
【内 容】 
１ あいさつ 

 
２ 会議録署名委員指名 
   鈴木章委員を指名  
 
３ 前回会議録の承認 
   全委員承認 
 
４ 報告事項 
地域自治システムについて 

（事務局）都市内分権の基本は、地域で可能なことは地域に任せ、地域でできない不可能なことや

効率的でないことは行政が行うということが基本となります。豊田市は合併し地域が広大になり

都市部から山間地域まで、いろんな特色をもった地域で構成されていて抱える問題も様々です。

それぞれの地域、それぞれの人がお互いの状況の違いを認め合って、地域の方向性や取り組み課

題を自分達で明らかにして課題解決をしていくということが、都市内分権または合併の目指す都

市像となります。今回この土壌を作り上げていくためにこの地域自治システムを構築しました。

内容は地域合意された地域課題の解決策を市の施策に反映させ、効果的に地域課題を解消するた

めの新たな仕組みとして地域予算提案事業を新設しました。現在、地域会議では分科会で事業計

画について検討していますが、できるものから事業化できればと考えていますのでよろしくお願

いします。 
 
５ 協議事項 
 都市内分権の見える化について 

（事務局）意見を共有したいと思いますので各分科会のリーダーから検討状況を発表いただきたい

と思います。 



（子ども分科会）子ども達が安心して遊べ、お母さんが集える公園があったらいいということと、

支所のロビーをオープンスペースとして活用できないかという点にしぼって話をしました。公園

整備については、地域の人のコンセンサスが必要であり、そこを調整するということが大切であ

るということになりました。また、オープンスペースについては、支所を中心とした核づくりと

してロビーを人が集える空間にしてはと考えました。 
（農林業分科会）林業については、現在行っています森づくり会議を進めていけばと考えています。

農業については、リーダーを育成するとか後継者を確保するような取り組みを行うとかいろいろ

な意見がでました。その中で意見はまとまりませんでしたが、今回の最終目標は農業を共同化し

て効率化を図るということではないかということになりました。 
（みりん分科会）取組みのテーマとしては「みりんプロジェクト」ということで下山のうまいもん

を“食べてみりん”、自然木の家を“体験してみりん”、最後には“下山の人になってみりん”と

いうこの３つをプロジェクトにしたもので、最終的には下山の人になってもらうということであ

ります。体験してみりん、食べてみりんということを進めていけば、やがては下山人になっても

らえるんじゃないかということであります。 
（事務局）それぞれの分科会に対する意見をお願いします。それでは子ども分科会からお願いしま

す。 
（委員）利用する方たちの用途・使い方がそれぞれ違うので、その必要なことを掘り下げるといい

と思います。 
（委員）支所のオープンスペースについて、もう少し使いやすくしてはと思います 
（委員）支所の空きスペースをギャラリーのようにしたら使い道が広がるのではないかと思います。 
（事務局）農林業に対する質問はありますか。 
（委員）集落営農を考えるのですが、集落営農を行うにはリーダーとなる人をまず作らないと組織

として立ち上がらないと思います。 
（委員）農林業は大きな問題なので、具体的に的を絞ってやったほうがいいと思います。 
（委員）農協や森林組合とタイアップして総合的な事業として進めていってはどうかと思います。 
（委員）この地域で小ライスセンターをやっている方や、水稲を一生懸命やっている人の意見を聞

いて、支援をしっかりすれば下山バージョンの営農組織ができるのではないかと思います。 
（委員）農業を真剣にやってもいいと思わせる環境を作らなければ、リーダーは生まれないと思い

ます。 
（事務局）みりん分科会に関することはどうですか。 
（委員）誰が主体になって誰が行うのかが問題になります。誰かが立ち上げないと立ち上がりませ

ん。 
（委員）旧三巴小学校の廃校利用は３年後のオープンを予定しており、事業計画の中にちびっこ広

場や野菜の産地直売所の計画もありますので、そこに結びつければと思います。 
（委員）直売所ができても販売するものがなければ集客が見込めません。そして、安心安全な野菜

をつくることも重要な課題になってくると思います。 
（事務局）今回皆さんからいただいた意見をまとめ各分科会で事業計画ができるか検討いただき、

次回の全体会で発表いただきたいと思います。 
 

７ 今後の予定 
 第７回の下山地域会議を１１月１０日、月曜日午後７時より下山支所で行います。本日はありが

とうございました。 


